
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動

（
中
）

一
九
三
一
年
一
一
九
三
四
年

澱
　
イ

ー
フ
　

ソ
（
ペ
ル
シ
ヤ
）

　
シ
ェ
ル
と
ド
・
メ
ッ
ク
ナ
ン
の
指
輝
す
る
フ
ラ
ン
ス
探
瞼
除
は

　
　
①

ス
ー
ヅ
で
仕
事
を
つ
穿
け
た
。
そ
の
慰
跡
は
一
九
〇
〇
年
以
來
よ

く
下
知
さ
れ
て
る
る
が
、
さ
ら
に
有
整
な
見
透
し
を
與
へ
て
る
る
。

獲
掘
侮
に
新
し
い
偶
嚢
材
料
が
現
は
れ
た
。

　
　
①
劉
q
①
窯
。
β
器
g
影
，
”
累
。
蕾
皿
霞
㌶
息
茜
ゑ
喰
一
。
℃
Φ
葺
。

　
　
　
p
己
乾
ρ
器
山
。
ω
霧
ω
（
窯
①
ぎ
。
罵
。
曾
ぎ
諸
王
一
9
μ
舞
。
ま
。
ざ
臓
量

　
　
　
の
器
創
①
剛
醇
竃
・
貯
」
図
区
匿
）
　
、

　
一
九
三
三
年
に
お
い
て
最
も
特
記
す
べ
き
嚢
見
は
、
ウ
ル
第
三

王
朝
と
同
時
代
の
動
物
形
を
し
た
把
手
を
も
つ
灘
青
包
含
石
製
の

容
器
で
あ
っ
た
。
ル
ー
ヴ
ル
宮
の
エ
ラ
ム
の
蒐
集
品
の
手
入
れ
と
、

ミ
レ
干
マ
嫡
子
ジ
イ
・
デ
謡
・
メ
ア
ン
ザ
ル
及
び
パ
リ
ー
の
考
古

　
　
　
　
　
酋
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
酌
活
動
（
中
）

　
　
　
　
　
　
、
一
　
津
　
　
正
　
志

室
に
之
等
を
納
め
た
こ
と
は
、
今
欝
ま
で
倉
廊
の
中
に
保
存
の
必

要
あ
っ
た
素
晴
し
い
標
本
に
場
所
を
與
へ
た
。

　
近
隣
斗
酒
の
も
の
に
比
較
し
て
ス
ー
ザ
土
器
の
重
要
さ
は
、
そ

れ
自
流
に
於
て
、
從
來
ま
で
の
結
果
を
要
約
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

庶
女
地
暦
に
接
し
て
、
モ
ル
ガ
ン
の
盗
掘
、
ド
・
西
ッ
ク
ナ
ン
の

他
の
地
上
に
於
け
る
再
調
査
な
ど
は
、
鋼
石
器
時
代
（
石
器
と
銅

器
）
の
地
下
墓
地
、
轄
韓
（
だ
が
縣
繰
車
叉
は
小
轄
上
製
）
を
用
み

す
に
作
っ
た
美
し
い
形
を
し
た
精
緻
な
粘
土
製
の
う
す
い
副
葬
土

器
（
大
き
い
杯
や
竈
口
、
コ
ッ
プ
）
、
そ
の
装
飾
は
幾
何
學
的
で
自

然
物
を
基
に
し
た
物
（
山
羊
、
小
鳥
、
犬
、
人
間
の
顔
等
々
）
な
ど
を

襲
癒
し
た
。
こ
の
自
然
物
を
基
に
し
た
装
飾
は
幾
何
墨
的
要
素
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

ま
ね
て
意
匠
化
し
て
み
た
。
ポ
ッ
チ
エ
．
は
こ
の
土
器
を
ス
ー
ザ
第

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
三
九
七

（153）



　
　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
．
に
於
ゆ
る
考
古
學
的
泌
動
．
（
壁
）

…
型
と
名
・
付
け
た
。
こ
の
地
下
墓
地
の
ま
上
に
、
も
っ
と
大
き
い

た
く
さ
ん
の
容
器
が
属
し
て
み
た
。
形
は
左
稚
気
マ
ー
ト
で
は
な

く
。
装
飾
も
鈍
重
、
時
に
多
彩
で
あ
る
が
、
幾
何
墨
的
と
自
然
物

を
墓
に
し
た
も
の
と
撃
方
が
あ
り
、
自
然
物
を
墓
に
し
た
物
に
は

意
匠
化
の
傾
向
が
な
い
。
猛
掘
地
帯
に
よ
れ
ば
、
第
二
型
は
直
ち

に
第
劇
震
に
つ
“
き
、
爾
者
を
へ
だ
て
る
麿
は
安
い
も
の
で
あ
．
り
、

爾
型
間
に
は
無
文
土
擬
（
曲
っ
た
口
と
高
い
柄
が
あ
る
）
を
特
徴
と

む
て
有
す
る
「
中
当
期
」
が
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
・

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
ス
ー
ヅ
の
西
百
八
＋
粁
の
テ
ペ
・
ム
シ
ア
ン
で
、
モ
ル
ガ
ン
の

一
除
に
参
加
し
た
ゴ
ー
チ
エ
と
ラ
ン
プ
ル
と
は
第
一
型
の
土
擬
片

を
一
つ
得
た
，
こ
れ
は
甚
だ
不
完
全
で
模
様
も
意
匠
化
し
て
み
な

い
も
の
で
あ
っ
た
¢
ポ
ッ
チ
エ
は
、
之
を
第
一
型
の
一
二
種
と
認
め

て
第
一
型
乙
種
と
命
名
し
た
。
こ
の
土
器
は
つ
穿
い
て
ベ
ン
デ
ル
・

ブ
ウ
シ
ル
や
旧
領
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
ア
ナ
ウ
で
も
謬
見
さ
れ
た
。

ス
ー
ザ
第
一
型
．
に
詞
等
の
も
の
が
な
い
な
ら
ば
、
吹
回
に
吹
の
事

實
が
承
認
せ
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
即
ち
、
第
…
型
乙
種
は
メ
ソ

ポ
タ
ミ
ヤ
の
所
謂
オ
。
ベ
イ
ド
型
に
外
な
ら
な
い
と
い
ふ
こ
と
（
特

に
、
工
場
が
遠
い
た
め
に
生
じ
た
差
異
が
認
め
ら
れ
る
）
、
次
に
、

　
　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
，
　
三
九
八

こ
の
「
串
閣
期
」
は
ウ
ル
グ
の
特
徴
あ
る
時
期
と
一
致
す
る
こ
と
、

第
三
に
、
ス
ー
ヅ
第
二
烈
は
、
そ
の
最
初
は
ヂ
ェ
ム
デ
グ
ト
」
ナ

ズ
ル
の
多
彩
土
器
と
醐
等
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
。
之
等
の
重
要
な

研
究
に
も
か
エ
は
ら
す
、
第
一
型
、
第
一
型
乙
種
及
び
第
二
型
の

三
型
式
が
同
一
の
潅
跡
で
、
互
ひ
に
重
な
り
合
っ
た
状
態
で
擬
勢

さ
れ
る
と
い
ふ
こ
と
は
，
い
ま
だ
か
っ
て
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
②
　
φ
冒
9
嬢
。
び
ド
p
o
騨
§
出
ρ
戸
お
篇
ぎ
落
号
ω
蕊
Φ
（
岩
Φ
影
。
貯
霧

　
　
　
　
鮎
ω
冒
ご
色
置
帥
二
〇
躍
曾
団
碧
ゆ
ρ
け
・
臨
調
H
）

　
　
①
　
H
図
・
Ω
窪
鼠
。
弓
簿
9
ト
ニ
・
琶
箕
㊦
”
ソ
濠
§
O
一
器
の
ロ
O
一
p
U
蝕
争

　
　
　
　
㈹
無
一
9
げ
O
嵩
男
。
屋
ρ
ρ
．
く
H
隅
。

　
一
九
三
二
年
に
、
ギ
ル
シ
．
「
マ
ン
（
元
の
テ
ロ
嚢
掘
者
）
と
共
購

し
て
コ
ン
ト
ノ
野
薄
士
の
フ
ラ
ン
ス
探
除
…
険
猷
及
び
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン

羅
猫
で
の
一
、
九
三
二
年
の
衆
僧
除
は
、
ル
リ
ス
タ
ン
の
北
方
な
る
、

、
矛
ハ
ヴ
エ
ン
ド
か
ら
撒
粁
の
並
立
．
に
あ
る
浩
歎
丘
テ
ペ
・
ヂ
ャ
ン

で
鍬
を
下
し
た
。
．

　
　
④
　
ρ
0
2
皆
2
毎
5
鼻
戸
・
O
ザ
凶
誘
プ
ヨ
聾
曾
労
巷
冨
博
鷲
婁
づ
μ
ぎ
鉱
器

　
　
　
　
弩
二
霧
h
身
竈
窃
9
円
伽
℃
争
9
岩
】
ど
箕
評
客
象
”
く
。
謬
島
（
層
Φ
話
の
Y

　
　
　
ω
鴇
ぎ
〆
粘
く
（
お
ω
ω
）
℃
・
H
∴
H
・

　
元
は
柱
贋
で
あ
っ
て
後
に
地
下
墓
地
に
な
っ
た
テ
ペ
は
…
つ
の

土
器
資
料
を
提
供
し
た
。
こ
の
土
器
は
エ
ラ
ム
に
於
け
る
諸
土
器

〈1．5・1）



型
式
の
年
代
決
定
を
さ
ら
に
嚴
審
に
し
、
こ
の
土
器
と
メ
ソ
ぶ
タ

ミ
ヤ
の
土
器
と
の
關
係
を
す
っ
と
精
確
な
ら
し
め
る
も
の
で
あ
っ

た
。
テ
ペ
の
最
深
部
か
ら
は
、
復
原
幽
來
る
多
敷
の
．
破
片
や
土
器

が
嚢
見
さ
れ
た
。
厚
さ
八
米
か
ら
九
米
の
居
は
長
期
の
文
明
を
示

し
て
み
る
。
居
の
下
部
か
ら
燧
石
製
工
具
が
出
、
そ
の
少
し
上
か

ら
燧
石
と
黒
簾
石
製
の
も
の
が
萬
、
上
部
か
ら
は
少
し
搾
り
の
銅

器
が
鵬
九
。
こ
の
居
の
下
部
の
三
分
の
二
で
は
、
ム
ッ
シ
ア
ン
の

所
謂
第
一
型
乙
種
（
こ
れ
自
罷
は
所
謂
エ
ル
・
オ
ペ
イ
ド
型
と
地
髪

出
來
る
）
と
比
較
禺
回
る
土
器
が
出
た
が
、
ス
ー
ヅ
で
第
一
型
の
名

の
下
に
知
ら
れ
た
型
式
に
属
す
る
土
器
が
醸
た
の
は
、
上
部
の
三

分
の
一
の
部
分
で
、
銅
器
と
共
に
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、
次
の
麿
で

は
、
テ
ペ
・
ヂ
ア
ン
で
ス
ー
ザ
第
二
型
と
比
較
艶
艶
る
土
器
を
得

た
が
、
多
く
の
標
本
中
で
、
第
二
型
の
モ
チ
フ
と
な
ら
ん
で
、
第

一
型
か
ら
も
借
り
た
モ
チ
フ
の
あ
る
も
の
が
同
時
に
現
は
れ
て
る

る
。
、
從
っ
て
、
古
代
エ
ラ
ム
の
諸
土
器
の
比
較
年
代
決
定
は
次
の

様
に
な
る
、
（
一
）
か
く
て
テ
ペ
・
ム
ッ
シ
ア
ン
の
一
魚
種
が
特
徴

を
與
へ
た
第
哺
型
乙
種
と
呼
ぶ
も
の
、
（
二
）
ス
ー
ザ
第
一
型
。
ヂ

F
ア
ン
、
土
器
で
第
一
型
・
第
二
型
の
モ
チ
フ
と
難
じ
も
の
の
存
盗
は
、

　
　
　
　
　
　
源
方
ア
ツ
ア
に
於
げ
ろ
考
古
學
的
活
動
、
（
巾
）

少
く
と
も
こ
・
で
は
、
ス
ー
ヅ
の
「
中
間
期
」
．
（
メ
ソ
ボ
タ
．
ミ
ヤ
で

は
ウ
ル
ク
期
と
、
い
は
れ
る
も
の
と
一
致
す
る
）
が
存
在
し
な
炉
こ

と
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
⑤

　
ボ
ッ
チ
エ
は
、
こ
の
年
代
決
定
の
顛
倒
の
爲
に
、
元
第
“
型
乙

種
を
プ
ロ
ト
・
イ
ラ
ン
土
器
と
命
名
せ
ん
と
提
議
し
、
ス
…
ザ
第

一
型
が
プ
ロ
ト
・
イ
ラ
ン
土
器
の
立
派
な
後
期
の
製
作
物
に
す
ぎ

な
い
の
で
、
第
一
型
・
第
二
型
と
い
ふ
名
稽
准
明
ら
か
に
獲
ぺ
ね

ば
な
ら
な
か
っ
た
。

　
　
⑤
O
。
厳
ヨ
∬
ゴ
寡
斤
圃
9
曾
縞
O
隷
。
§
酵
。
ぢ
ω
ω
ρ
一
、
》
g
象
慧
⑦

　
　
　
　
側
＄
H
湧
自
ご
翫
9
読
象
切
。
＝
o
ψ
－
ド
Φ
警
，
＄
’

　
テ
ペ
。
ヂ
ヤ
ン
の
上
部
楽
居
は
ス
ー
ザ
型
土
器
よ
6
も
多
く
の

づ
ラ
ン
式
土
器
を
幽
し
た
。
最
深
部
諸
説
か
ら
は
、
・
幾
何
離
的
摸

様
の
赤
い
土
器
が
獲
見
さ
れ
た
、
こ
の
土
器
の
特
徴
は
栢
付
鳶
の

碗
や
三
脚
つ
き
の
巾
の
凹
ん
だ
器
で
あ
る
。
吹
に
櫃
口
形
や
、
超

絶
柄
付
き
の
漏
斗
形
の
容
器
，
日
輪
形
を
し
た
蕎
薇
摸
様
や
鷹
形

の
鳥
や
碁
盤
編
の
園
続
帯
で
飾
ら
れ
た
脚
つ
き
の
球
状
壺
が
醸

た
。
一
部
分
禅
宗
の
も
の
と
混
っ
て
、
殆
ん
ど
筒
一
の
形
を
し
た

容
器
が
禺
た
、
こ
癌
は
い
く
ら
か
白
色
の
土
で
、
後
期
の
ミ
ケ
ネ
土

器
に
見
む
れ
る
や
・
プ
な
種
々
な
群
を
な
し
て
み
る
繊
懸
の
飾
軌
を

　
　
　
　
　
　
第
、
二
十
ご
巻
　
第
二
號
　
　
三
九
九
、

（，　155，　），



　
　
　
　
　
酋
方
ア
ヅ
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
的
活
動
（
巾
）

づ
け
て
み
る
℃

　
之
に
つ
穿
く
土
器
は
、
無
装
飾
で
黒
光
り
の
す
る
土
で
作
ら
れ

容
器
は
時
と
し
て
長
い
鋤
型
形
の
嚇
で
飾
っ
て
あ
る
。
之
等
の
最

後
の
二
男
「
に
は
、
テ
ペ
の
頂
上
に
い
た
る
に
從
っ
て
漸
く
豊
富
に

な
る
三
一
型
式
の
共
通
土
器
が
存
在
す
る
。
こ
の
頂
上
は
、
地
表

の
呪
物
が
蟻
器
時
代
初
期
か
前
回
十
二
世
紀
頃
に
回
る
具
合
の
未

定
の
一
時
期
に
よ
っ
て
殿
た
れ
て
み
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

、
カ
ス
ピ
海
の
南
東
ダ
ン
ガ
ン
近
く
の
テ
ペ
・
ヒ
ッ
サ
ー
ル
（
」
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
カ
ト
ン
ビ
リ
ス

三
山
一
一
九
三
二
）
の
嚢
掘
は
バ
ル
テ
ァ
人
の
大
殺
三
門
を
探
し

た
。
實
際
に
は
糞
見
さ
れ
な
か
っ
た
様
だ
が
、
畿
掘
主
任
シ
ュ
ミ

ッ
ト
は
イ
ラ
ン
の
土
器
に
關
す
る
吾
入
の
傭
識
に
鳥
影
な
貢
獣
を

も
た
ら
し
た
。
テ
ベ
の
最
深
層
（
王
）
か
ら
明
ら
か
に
金
厨
容
器
の

，
影
響
を
受
け
た
修
繕
し
た
容
擬
が
現
は
れ
、
こ
の
意
匠
は
幾
何
學

的
（
碁
盤
縞
と
縦
に
並
ん
で
波
う
て
る
綜
）
と
動
物
紋
で
、
美
し
い

・
鵬
來
で
あ
．
る
。
こ
の
土
器
は
・
二
つ
の
金
局
（
青
銅
）
器
に
蓮
結
し
た

も
の
で
あ
る
。
次
の
二
暦
か
ら
は
黒
色
土
器
が
出
た
、
こ
の
爾
麿

中
の
第
一
暦
（
E
）
か
ら
は
、
粘
土
が
色
を
か
へ
て
み
な
け
れ
ば
、

形
だ
け
で
は
履
々
最
深
暦
の
も
の
が
斑
た
。
第
二
贋
（
廻
）
で
は
形

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
四
〇
〇

は
さ
ら
に
蓮
化
し
て
み
た
（
瓶
，
長
脚
つ
き
の
コ
ッ
プ
、
裂
古
形
の

容
器
）
、
そ
し
て
履
々
磨
き
を
か
け
て
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
こ
の

土
器
と
伴
ふ
三
聖
は
こ
れ
を
登
駕
し
な
か
っ
た
。

　
　
⑥
岡
・
蟹
Q
a
号
づ
鐸
”
8
g
①
寓
一
。
・
鶏
5
野
。
建
銭
§
ψ
お
ω
憶
鱒
8
冨

　
　
　
　
之
蕊
2
ヨ
回
9
き
冨
囲
（
男
露
H
孚
。
匹
①
言
ぽ
ゆ
y
く
9
畳
〆
図
回
く
．
賭
。
轟
・

　
　
　
　
お
ω
摯
℃
・
ω
8
誠
G
。
￥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

　
カ
ス
ピ
海
の
南
東
端
で
ア
ス
ト
ラ
バ
ー
ド
附
近
の
チ
ュ
レ
ン
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

テ
ペ
は
、
か
つ
て
幻
Φ
葺
Φ
舞
。
ま
。
δ
賦
駐
。
で
述
べ
た
遣
蜜
の
三
見

で
有
名
に
な
っ
た
遣
跡
だ
が
、
こ
・
で
カ
ン
サ
ス
市
の
ウ
イ
リ
ヤ

ム
・
ロ
ッ
ク
ヒ
ル
。
ネ
ル
ソ
ン
・
ト
ラ
ス
ト
の
爲
に
働
い
た
ヴ
ル
シ
ン

は
櫛
で
飾
を
つ
け
ち
れ
た
黒
色
土
器
を
一
つ
獲
慣
し
た
、
そ
の
形

は
テ
ペ
・
ヒ
ッ
サ
ー
ル
（
瓶
、
脚
つ
き
コ
ッ
プ
）
の
第
ご
一
暦
の
も
の
等

と
同
じ
で
あ
っ
た
。
エ
ー
ゲ
海
の
も
の
と
比
較
出
來
る
赤
土
人
形

の
あ
る
此
の
土
藩
は
、
青
銅
器
時
代
末
期
と
同
縛
代
で
あ
る
。
ヴ
ル

シ
ン
は
九
“
二
つ
の
墓
の
ご
く
表
面
か
ら
少
し
の
鐵
を
獲
馨
し
た
。

　
　
⑦
犀
●
窯
缶
ω
貯
”
団
蓉
p
〈
銭
。
漬
裟
目
器
薦
蒙
℃
ρ
葛
9
門
b
。
，
罵
㍗

　
　
　
　
び
銭
（
Q
o
戸
壱
箕
①
営
⑦
9
8
昏
①
ゆ
巳
一
〇
け
ぎ
o
h
簿
。
φ
ヨ
。
臨
。
磐
H
一
7

　
　
　
　
㎝
簿
暮
o
h
o
『
財
臼
繊
巴
日
舞
紳
p
冨
鳥
鷺
。
ぴ
器
9
0
σ
Q
ご
く
。
剛
●
u
り
屠
。
●
図

　
　
　
　
び
♂
）
匿
の
ぞ
磯
。
爵
u
試
契
。
剛
ポ
．
H
O
ω
い
・

　
　
⑧
幹
即
二
言
9
u
ピ
9
・
誘
實
醗
2
戸
算
ざ
蹴
爵
¢
Q
蹟
9
・
（
》
o
苺
¢
炉
「
畠
’ （’　156　）



　
　
　
転
屠
置
く
μ
お
β
ワ
ぶ
・
・
’
虜
藁
・
爵
）

　
ペ
ル
セ
ポ
易
ス
近
ぐ
の
所
謂
新
石
器
時
代
の
一
一
跡
で
、
ヘ
ル

ツ
フ
ェ
ル
ト
は
旧
居
と
土
審
工
場
の
慶
櫨
の
中
で
、
テ
ペ
・
ム
ッ

シ
ア
ン
の
も
の
よ
り
も
寧
ろ
ス
；
ザ
第
一
型
の
土
器
に
近
い
土
器

を
嚢
記
し
た
。
然
し
そ
れ
は
更
に
大
き
く
、
種
類
の
多
い
意
想
外

な
組
合
せ
を
も
っ
て
を
り
、
・
こ
の
組
合
せ
に
於
て
は
幾
何
學
的
意

匠
と
自
然
物
を
基
に
し
た
意
匠
と
が
新
し
い
走
書
的
モ
チ
フ
で
組

合
っ
て
み
る
。
之
に
脚
っ
て
多
く
を
復
原
し
得
た
。
獲
見
の
時
か

ら
、
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
は
別
に
第
睡
夢
と
同
じ
く
古
い
こ
の
土
器

を
紹
介
し
た
、
こ
の
テ
ー
ゼ
の
基
礎
は
當
時
論
議
さ
れ
て
み
た
の

だ
が
、
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
は
そ
の
登
掘
中
に
銅
を
嚢
潔
し
な
か
っ

た
と
い
ふ
品
評
に
も
と
づ
い
て
み
る
。
然
し
銅
石
器
時
代
初
期
に

は
、
金
鰯
は
稀
で
あ
っ
て
、
（
ス
ー
ザ
で
は
そ
の
使
用
製
作
が
す
で

に
出
來
上
る
爲
に
十
分
に
常
例
と
な
る
時
代
で
は
あ
る
が
）
ご
く

少
量
だ
け
三
見
す
る
こ
と
が
出
來
る
。
ヘ
ル
ヅ
フ
ェ
ル
ト
の
土
器

は
ス
ー
．
ザ
の
も
の
と
同
じ
く
少
く
と
も
座
し
つ
り
た
意
匠
化
現
象

を
呈
し
、
古
い
も
の
と
は
見
え
な
い
。

　
　
⑨
国
．
出
興
臥
㊦
崔
”
H
甕
誘
9
。
U
o
勢
ヨ
錯
9
訓
H
ム
◎
＜
g
湘
？

　
　
　
　
　
顔
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動
（
中
）

　
　
　
筑
。
葺
9
臼
9
Φ
じ
弓
道
づ
即
効
．
ω
8
冒
N
簿
ぽ
ぎ
圏
頃
諾
9
げ
働
り
㊦
7

　
　
　
深
℃
o
騨
・
］
W
⑦
島
昌
・
　
お
鴇
（
U
一
「
b
d
Φ
ぎ
碧
）

　
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
で
別
の
一
図
が
行
は
れ
た
、
こ
、
で
は
シ
カ
ゴ

巾果

m
研
究
所
…
探
険
険
搾
長
ヘ
ル
ツ
フ
ェ
ル
ト
。
か
ア
ク
メ
ニ
ー
ド
王
宮

の
慶
櫨
を
拓
い
た
、
そ
の
基
礎
は
記
憶
さ
れ
な
い
時
代
か
ら
、
ご

く
簿
い
砂
の
居
の
下
に
う
も
れ
て
み
た
。
こ
の
嚢
掘
の
最
初
の
結

果
は
ク
セ
ル
ク
セ
ス
の
ア
パ
ダ
ナ
の
バ
ル
コ
ニ
ー
の
北
東
側
で
、

ま
た
王
宮
の
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
み
る
大
き
い
門
の
北
に
當
っ
て
、

二
つ
の
階
段
を
嚢
湿
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
埋
藏
の
駕
に
保
存
さ

れ
を
の
階
段
の
彫
刻
は
麹
に
鮮
明
様
態
に
あ
っ
た
・
ペ
ル

シ
ヤ
の
弓
術
家
の
支
配
、
彼
等
の
制
限
さ
れ
た
創
造
の
才
能
と
同

時
に
、
嚇
密
な
ら
す
こ
・
で
は
之
等
の
浮
彫
が
他
か
ら
知
っ
た
モ

チ
フ
の
繰
返
し
に
す
ぎ
な
い
こ
と
を
謹
明
し
得
た
。
あ
る
彫
刻
に

は
さ
ら
に
色
が
（
と
く
に
濃
い
赤
）
塗
っ
て
あ
り
、
こ
の
彩
色
は
慮

々
彫
刻
を
鮮
明
に
し
て
み
る
。
こ
の
調
査
中
、
ク
セ
ル
ク
セ
ス
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

ア
ル
タ
ク
セ
ル
ク
セ
ス
三
世
の
撒
個
の
碑
銘
が
獲
兄
さ
れ
た
。

　
　
⑩
畢
舅
甕
巴
b
9
益
魯
翼
Φ
二
．
ρ
目
瀬
く
・
お
嵐
霞
9
ぢ
ω
ω
る
団

⑪

同
昌
●
ぢ
雛
．
日
冨
○
識
Φ
導
タ
。
一
同
房
簿
鴛
ρ
勺
●
ω
困
♀
ω
ω
0
．

○
嵩
O
簿
鑑
H
房
け
搾
9
Φ
・
ロ
ω
鮭
鱒
＄
ぎ
掛
β
O
剛
Φ
暮
○
ユ
O
謀
鑑
O
貯
一
餌
N
㌍

餓
。
夢
以
ρ
い
り
Ω
昌
。
諮
P
H
O
ω
い
・

　
　
親
ご
十
ご
巻
　
第
二
號
　
　
四
〇
一
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蕾
方
ア
ジ
ア
に
於
け
お
考
古
學
的
活
動
（
吟
）

　
ペ
ル
シ
旨
や
の
獲
掘
は
、
オ
ベ
、
イ
ド
塑
土
器
と
比
較
繊
來
ゐ
彩
色

、
土
器
の
存
在
を
特
徴
と
す
る
原
始
不
明
の
重
要
性
を
明
ら
か
に
も

た
。
こ
の
土
器
は
イ
ラ
ン
の
到
る
腱
に
絶
っ
て
る
る
や
う
で
、
一

，
般
に
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
の
土
器
よ
り
も
す
ぐ
れ
て
み
る
。
こ
の
優
秀

さ
は
形
態
と
意
匠
の
多
様
牲
の
・
中
に
あ
ら
は
れ
、
慧
匠
に
於
て
は

動
物
表
現
が
大
き
い
心
置
を
占
め
て
み
る
。
全
艦
と
し
て
考
へ
る

と
、
こ
の
土
器
は
同
質
的
で
あ
り
、
眞
の
全
駿
を
か
た
ち
づ
く
っ

て
み
る
が
（
然
し
乍
ち
各
々
の
工
場
は
そ
の
器
形
に
よ
の
、
装
飾
方

法
に
よ
、
る
個
別
性
を
も
つ
て
み
る
、
こ
れ
は
容
易
に
認
知
胡
坐
る
。

．
、
気
レ
ヅ
の
嚢
掘
は
注
目
す
べ
き
偶
然
の
畿
見
た
る
土
板
（
音
綴

　
　
　
　
　
　
　
⑫

．
表
西
主
名
の
リ
ス
ト
）
園
筒
印
章
，
厄
白
色
材
料
で
象
眼
し
た
容
器

（
凡
そ
前
第
三
の
千
年
な
か
ば
の
時
代
）
な
ど
が
ス
ー
ヅ
か
ら
五
粁

許
り
は
な
れ
た
門
構
ア
リ
・
ア
バ
ー
ド
の
小
テ
ペ
内
で
、
一
九
三

三
年
に
得
ら
．
れ
、
か
く
し
て
、
　
一
九
三
一
年
と
一
九
三
一
一
年
に
ネ

ハ
ヴ
エ
ン
ド
近
ぐ
の
テ
ペ
・
ヂ
ヤ
ン
で
，
諸
種
の
土
器
形
式
の
蓮

績
に
署
し
て
「
得
た
諸
結
果
を
確
認
す
る
こ
と
に
な
っ
た
ρ
テ
ペ
・

ヂ
ヤ
ン
に
お
け
ソ
る
と
・
圃
「
じ
く
、
テ
ペ
・
ア
リ
p
ア
バ
ー
・
ド
で
・
も
、
脾
帰

一
型
及
び
第
「
型
．
乙
種
土
器
の
諸
癬
が
存
在
す
る
。
ま
た
テ
ペ
・

　
　
　
　
　
　
第
ご
十
ご
巷
　
第
二
號
　
　
四
〇
ニ

ヂ
ヤ
ン
と
間
じ
く
テ
ペ
・
ア
リ
・
ア
バ
；
ド
で
も
、
最
深
層
は
第
一

型
乙
種
で
あ
る
、
こ
の
ま
上
に
第
一
塑
が
翻
る
。
ス
ー
ず
第
一
型

は
第
一
型
乙
種
を
生
ん
だ
ど
こ
ろ
が
、
之
と
反
鋤
に
節
一
型
．
乙
種

か
ら
生
れ
て
み
る
に
す
ぎ
な
い
。
起
原
は
不
明
だ
が
、
イ
グ
ン
と

メ
ソ
零
タ
ミ
ヤ
の
到
る
庭
に
出
れ
る
所
謂
第
一
型
乙
種
の
土
器
の

趨
原
が
完
全
な
も
の
に
見
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
ス
ー
ヅ
だ
け
で
現
は

れ
九
虐
沁
形
土
器
に
観
す
一
な
欄
撚
論
は
b
　
ペ
　
ル
シ
ヤ
か
塗
り
地
毛
甲
恥
滑
へ
λ
ガ

命
丸
今
臼
こ
の
廣
妙
な
地
域
の
最
古
亥
明
を
形
謎
乃
彩
色
土
器

文
化
の
概
念
に
と
っ
て
代
ら
れ
旗
。

　
　
r
⑫
〈
．
6
Q
。
ぎ
汗
戸
。
〈
器
創
．
3
し
・
壌
．
ζ
o
σ
q
劉
誕
〆
擁
り
お
ω
＋
℃
’
H
轟
？

　
　
　
　
H
ひ
ひ
．

　
ア
ク
ロ
ポ
ー
ル
で
は
、
獲
掘
揚
は
四
米
に
ま
で
及
び
、
細
か
い
嘗

物
や
プ
ロ
ト
。
エ
ラ
ム
の
土
板
が
現
は
れ
た
。
四
米
乃
至
五
米
八

○
の
麗
で
墓
は
い
く
つ
か
の
費
石
を
包
含
し
、
五
米
八
○
乃
至
九

米
八
○
の
非
常
に
古
い
慶
櫨
で
は
陶
土
製
の
鎌
、
峯
た
い
煉
瓦
の

建
物
遣
跡
が
あ
り
、
九
米
八
○
乃
至
十
輔
米
八
○
で
は
所
謂
ス
ー

ヅ
第
一
型
土
器
の
破
片
が
畠
た
。
王
の
町
で
は
、
五
米
乃
至
十
二

米
五
〇
で
は
ウ
ル
策
三
王
鯛
の
石
棺
の
墳
墓
が
あ
り
、
エ
ラ
ム
時

代
の
殿
堂
鉦
の
礎
か
ら
は
、
か
つ
て
は
温
色
（
猛
）
と
赤
色
（
寝
）
で

（158ラ



．
磨
か
れ
た
陶
土
製
で
，
休
息
し
て
集
れ
み
六
匹
の
獅
子
の
破
片
が

．
欝
九
Q
ド
ン
ジ
ョ
ン
で
は
、
三
栄
三
〇
乃
至
五
米
六
〇
で
は
建
物
慧

鮭
、
五
米
六
〇
乃
至
七
米
七
〇
か
ら
は
ウ
ル
第
三
王
朝
の
諸
墓
．
そ

れ
か
ら
九
米
六
〇
頃
で
は
、
第
二
型
時
代
の
墓
。
職
人
の
町
の
上
に

あ
る
逡
跡
叢
掘
は
か
く
し
て
、
四
季
嫁
に
整
然
と
行
は
れ
た
。
ド
・

　
　
　
　
　
．
⑭
　
，

メ
ッ
ク
ナ
ン
主
任
は
、
最
近
撒
年
間
の
詳
細
な
．
報
告
を
嚢
表
し
九
。

　
　
⑧
詳
覧
竃
8
留
魯
窪
ご
蛸
。
一
色
窪
〔
げ
○
っ
【
韓
（
お
谷
I
H
鵠
ω
Y

　
　
　
　
窯
曾
訂
。
冒
窃
（
帯
】
騨
り
｛
一
m
甑
。
鐸
箋
9
σ
G
ざ
讐
喰
お
鳥
①
嬉
鶏
。
貸
①
’
　
汁
■

　
　
　
　
三
二
〈
’
お
ω
＋
，
Ψ
【
等
1
い
鴇
●

　
テ
ベ
ラ
シ
市
の
入
ロ
の
レ
イ
で
は
、
か
つ
て
グ
ン
ガ
ン
近
く
の

「
ユ
ノ
。
へ
8
　
ヒ
ッ
　
サ
ー
，
ル
ゆ
ぜ
叢
雨
2
し
た
シ
ユ
　
・
ζ
ッ
　
ト
櫨
降
士
。
か
、
　
講
混
跡
ψ
ぜ

穂
成
せ
る
諸
テ
ペ
の
中
か
ら
モ
ス
i
、
ル
の
土
器
、
美
し
い
装
飾
あ

る
サ
ッ
サ
ン
時
代
の
漆
喰
、
初
期
プ
ロ
ト
・
イ
ラ
ン
牛
追
の
工
場

の
中
か
ら
レ
イ
を
際
立
て
る
と
こ
ろ
の
翠
色
土
器
を
と
く
に
得

た
。
こ
の
土
器
は
更
に
細
分
す
る
こ
と
が
畠
來
る
、
師
ち
線
黄
色

土
の
土
器
は
。
・
早
色
の
装
飾
あ
る
赤
み
が
か
っ
た
又
は
革
色
の
土
倉

に
つ
∫
く
も
の
で
あ
る
，
と
。

　
二
年
前
テ
ペ
・
ヂ
ヤ
ン
の
登
掘
を
し
た
ギ
ル
シ
ュ
マ
ン
は
一
九

三
一
二
年
、
ハ
マ
ダ
ン
街
道
の
ヂ
エ
．
ナ
ッ
》
ナ
バ
ゼ
ダ
近
ズ
の
バ
ー

　
　
　
　
　
．
酋
方
プ
ツ
　
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
的
活
動
（
中
．
）

ド
・
ボ
ラ
と
、
ル
リ
ス
タ
ン
の
ネ
ハ
ヴ
エ
ン
ド
の
南
テ
ペ
・
ゾ
ヤ

ム
シ
デ
ィ
で
測
量
を
行
っ
た
。

　
こ
の
爾
瀬
野
は
、
テ
ペ
・
ヂ
ヤ
ン
の
も
の
と
同
じ
型
式
の
土
焼

（
細
部
で
は
影
藤
が
あ
る
が
）
を
大
毒
嵩
際
し
た
。
ヂ
ヤ
ム
シ
デ
イ

は
、
灼
然
ル
ウ
ス
タ
．
ン
種
の
土
器
を
特
に
出
土
し
た
。
あ
る
墓
は

石
で
園
ま
．
れ
璽
石
で
薇
は
れ
て
る
る
、
ル
リ
ス
タ
ン
式
と
謂
は
れ

る
青
銅
器
を
含
む
某
で
は
、
例
外
な
く
埋
葬
後
土
で
み
た
さ
れ
て

み
る
、
．
之
に
反
し
て
テ
ペ
・
ヂ
ヤ
ン
で
は
卵
形
の
溝
が
簡
軍
に
地

中
に
繍
ら
れ
て
る
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
一
九
三
四
年
に
、
テ
ヘ
ラ
ン
ど
イ
ス
バ
ハ
ン
の
中
間
の
・
カ
シ
ヤ

⑭ン
慧
跡
で
第
二
回
路
撫
。
か
行
は
れ
た
。
こ
、
で
、
ギ
ル
シ
ユ
マ
ン

は
山
色
で
オ
リ
ヂ
ナ
ル
な
先
史
土
器
を
も
つ
｝
叢
濃
を
糞
毒
し

た
，
そ
の
或
も
の
は
テ
ペ
・
ヂ
ャ
ン
の
土
器
に
、
叉
そ
の
他
の
も

の
は
テ
ペ
・
ヒ
ッ
サ
ー
ル
又
は
テ
ユ
レ
ン
、
テ
ペ
の
土
器
に
接
近

し
て
み
る
。
カ
シ
ヤ
ン
で
は
レ
イ
や
テ
ペ
・
ヂ
ヤ
ン
に
お
け
る
と

岡
じ
く
、
革
色
土
器
は
オ
ベ
イ
ド
型
と
M
致
す
ろ
電
線
色
土
器
に

先
行
す
る
。

　
　
⑪
　
労
．
9
旨
呂
彗
㌻
『
　
唱
一
冨
酔
脳
琶
G
掌
P
箕
。
δ
－
①
一
§
嵩
9
〔
ご
一
顧
鎮
三
口

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巻
　
第
二
號
　
　
四
〇
三

（159う



　
　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
ろ
考
古
學
的
活
動
（
中
）

　
　
　
　
H
§
常
タ
　
労
。
苺
。
匹
、
霧
望
麟
匿
拷
図
（
お
累
）
℃
・
桝
ぶ
一
h
お
師

　
　
　
　
H
昌
霧
窪
舞
＆
H
g
島
9
｝
客
勇
く
。
・
輸
H
O
寒
貧
畠
ぢ
9
3
9
℃
●
禽
曾

　
　
　
　
倉
N
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

　
カ
シ
ヤ
ン
の
言
草
は
、
一
九
三
三
年
と
扁
九
三
四
年
に
お
い
て
、

プ
ロ
ト
・
エ
ラ
ム
二
塁
板
の
叫
憂
種
を
獲
下
し
た
。
こ
の
近
く
か

ら
ウ
ル
ク
第
三
居
嚢
見
の
と
同
じ
空
筒
が
量
見
さ
れ
、
こ
の
土
板

の
年
代
を
後
喜
に
し
た
。
か
く
て
始
め
て
ス
ー
ザ
外
の
土
地
に
お

い
て
、
こ
の
種
の
資
料
を
得
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

　
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
歴
史
博
物
館
の
ア
ル
ネ
敏
授
の
率
み
る
ス
ェ

ー
デ
詫
三
洋
除
は
ペ
ル
シ
ヤ
の
北
東
部
の
史
前
遣
跡
嚢
掘
を
目
ざ

し
、
ロ
シ
ヤ
雪
隠
の
ア
ス
ト
ラ
バ
ー
ド
の
諸
テ
ペ
を
急
告
し
て
、

背
パ
ン
ペ
冴
ガ
メ
ル
ブ
地
方
の
ア
ナ
ウ
で
行
っ
た
調
査
と
ア
ス
ト

ラ
バ
ー
ド
の
調
査
と
を
結
び
つ
け
た
。

　
　
⑮
円
冨
9
囲
の
馨
巴
H
舅
ぎ
け
Φ
≧
。
雰
8
．
男
。
℃
。
詳
9
二
げ
。
緊
。
費

　
　
　
　
野
ω
什
・
8
冨
》
ヨ
Φ
瓢
。
昌
q
g
ヨ
髄
一
〇
h
ω
①
諺
㌶
o
目
讐
讐
茜
。
亀
・

　
　
　
　
鶉
5
昌
画
ピ
剛
8
冨
2
「
3
じ
回
O
い
“
り
で
●
お
O
◎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

「
シ
ヤ
、
1
・
テ
ベ
・
ブ
ス
ル
ブ
の
登
掘
で
は
、
一
つ
の
先
史
贋
に
達

し
講
こ
の
暦
の
頂
鮎
に
は
灰
色
土
器
が
あ
り
、
そ
の
す
ぐ
下
に
赤

色
や
黒
色
の
彩
色
土
器
と
共
在
す
る
灰
黒
色
土
器
が
出
土
し
た
。

砂
留
の
結
果
は
ア
ス
ト
ラ
バ
ー
ド
や
テ
ペ
・
七
ヅ
サ
ー
ル
の
黒
質

鑛
二
十
二
巷
　
第
二
魏
　
　
四
〇
四

結
果
と
十
分
に
幅
致
す
る
様
で
あ
る
。

　
　
⑯
8
．
H
》
ヨ
ρ
ド
ρ
ω
麗
）
隠
汁
備
蒔
。
§
導
・
魯
㎝
島
巴
三
の
鼻
禽
輔

　
　
　
　
0
8
σ
q
舅
算
置
卜
§
巴
2
図
O
い
い
ω
く
。
霞
出
a
ξ

　
ア
ウ
レ
ル
・
ス
タ
イ
ン
の
英
國
二
藍
除
は
叫
九
一
壬
二
年
と
一
九

三
四
年
と
に
護
掘
を
行
っ
た
。
第
一
回
は
ペ
ル
シ
ヤ
の
南
東
部
と

く
に
，
メ
ヒ
と
シ
ヤ
ヒ
・
ツ
ン
プ
の
爾
地
方
を
登
掘
し
た
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
ス
タ
イ
ン
の
第
一
回
調
査
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
i
イ
ン
ダ
ス

河
谷
と
バ
ン
ヂ
ャ
ブ
に
於
け
る
ヴ
ェ
ダ
の
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
語
を

話
す
種
族
を
ひ
き
入
れ
た
民
族
大
移
動
の
起
つ
た
の
は
こ
の
地
方

に
お
い
て
穿
あ
っ
た
、
こ
・
か
ら
こ
の
諸
種
族
は
全
イ
ン
ド
に
分

散
し
た
。
こ
の
時
代
，
北
西
部
に
彼
等
が
到
着
後
ア
リ
ヤ
種
族
の

風
俗
習
慣
を
詳
し
く
保
存
し
て
、
吾
入
に
詳
し
く
知
ら
し
め
た
も

の
は
ヴ
ェ
ダ
の
原
文
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
（
例
へ
ば
リ
グ
。
ヴ
ェ

ダ
の
詩
歌
な
ど
）
ゆ
た
と
へ
こ
れ
が
漏
壷
で
あ
っ
て
も
、
之
等
の
種

族
の
眞
の
通
路
（
北
西
に
よ
る
）
は
こ
の
冨
語
が
東
部
の
イ
ラ
ツ
語

に
由
毒
し
た
と
こ
ろ
の
民
衆
の
も
の
に
近
い
こ
と
が
事
實
に
よ
っ

て
謹
明
さ
れ
る
。
こ
の
鶴
翼
は
ア
ヴ
ェ
ス
タ
や
ゾ
ロ
ア
ス
露
礁
典

に
よ
っ
て
、
そ
の
古
い
形
に
於
て
、
保
存
さ
れ
て
み
る
が
、
そ
の

（IGO＞



方
言
で
あ
る
ら
し
い
ヴ
ェ
ダ
サ
ン
ス
ク
リ
ッ
ト
に
非
常
に
近
い
も

の
で
あ
る
。

　
　
⑰
　
k
ピ
霊
亀
ω
罠
『
　
葺
お
旨
回
価
9
H
ミ
旨
昌
b
ご
。
民
巳
p
隔
り
箭
…
8
冨
犀

　
　
　
津
Φ
解
8
蔓
甘
昏
①
ご
㈹
剛
塔
o
h
O
8
履
轄
冨
拶
瓦
。
励
門
0
8
簿

　
　
　
図
岩
δ
舞
偽
。
蕩
け
臼
。
罠
量
一
〇
剛
臼
①
男
£
鋒
毎
義
鐸
呂
・
H
霧
口
，

　
　
　
9
け
ρ
U
擁
H
〈
・
お
累
Ψ
ワ
H
δ
一
8
ρ

　
こ
れ
に
も
か
・
は
ら
す
、
前
第
＋
七
世
紀
に
は
，
ヴ
ェ
ダ
語
を

語
り
、
リ
グ
ヴ
ェ
ダ
の
詩
中
の
遥
々
を
崇
秘
し
た
一
民
族
は
今
日

ク
ル
ヂ
ス
タ
ン
と
い
ふ
地
方
に
生
活
し
て
み
る
、
そ
し
て
モ
ヘ
ン

ヂ
ョ
・
ダ
ロ
や
ハ
ラ
ッ
パ
の
機
見
は
，
千
年
前
に
お
い
て
、
印
度

の
イ
ン
ド
・
ア
ー
リ
や
文
化
の
嚢
蓬
に
影
響
を
輿
へ
た
宗
敏
・
信

仰
。
藝
術
を
も
つ
た
一
民
族
が
そ
こ
に
居
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し

た
。
侵
入
者
た
る
ア
リ
ヤ
人
は
、
こ
の
故
に
、
野
欝
入
の
地
方
を

征
馬
し
な
か
つ
九
位
黒
い
皮
膚
を
も
つ
た
敗
北
せ
ろ
民
族
が
、
リ

グ
．
9
ヴ
ェ
ダ
に
よ
れ
ば
、
侵
入
者
の
年
鑑
を
容
易
に
し
九
こ
と
を

示
し
て
み
る
。
か
く
し
て
モ
ヘ
ン
ジ
ョ
。
ダ
ロ
で
明
ら
か
と
な
っ

た
信
仰
は
イ
ン
ド
宗
敏
を
支
配
し
績
け
た
の
で
あ
る
。

　
4
ラ
・
ン
か
ら
來
る
に
は
二
つ
の
路
が
可
能
で
あ
る
。
．
第
一
は
沙

漠
の
北
側
で
、
．
ア
ぜ
ル
バ
イ
ヂ
ヤ
ン
か
ら
エ
ル
ブ
ル
ズ
に
滑
っ
た

　
　
　
　
　
西
方
ア
シ
ァ
に
於
け
る
考
古
學
的
活
勤
ハ
や
y

踏
で
、
ス
キ
ー
む
・
パ
ル
テ
ア
・
ト
ル
コ
諸
族
の
移
動
が
利
卸
し

た
も
の
で
あ
る
。
第
二
は
ク
ル
ヂ
ス
タ
、
ン
の
南
で
、
ル
ー
リ
ス
タ

ン
、
バ
ク
ト
リ
ァ
地
方
、
ア
ラ
ビ
ス
タ
ン
を
縄
て
フ
ァ
ー
ル
と
ケ

ル
マ
ン
爾
河
谷
へ
向
ふ
路
、
・
こ
れ
で
あ
る
。
　
　
，

　
ペ
ル
シ
ヤ
領
ベ
ル
チ
ス
タ
ン
に
於
て
、
マ
ク
ス
ー
ン
の
乾
燥
は
，

（
ア
レ
ク
サ
ン
ド
リ
ヤ
が
そ
の
例
で
あ
る
が
）
游
牧
人
に
と
っ
て
は

障
害
で
は
な
い
。
例
へ
ば
、
パ
ン
ヂ
ャ
ブ
の
南
部
及
び
南
西
部
に

居
を
き
め
た
ベ
ル
チ
族
の
中
世
に
於
け
る
移
動
の
如
し
。

　
さ
ら
に
ス
タ
イ
ン
の
考
へ
に
し
た
が
っ
て
、
ア
ヴ
ェ
ス
タ
の
言

語
の
中
に
、
と
く
に
ガ
タ
語
の
中
や
ヴ
ェ
ダ
詩
篇
の
中
に
保
存
さ

れ
る
最
古
の
形
式
の
中
に
存
適
す
る
關
係
を
見
よ
う
。
i
東
部

の
イ
ラ
ン
語
を
話
す
種
族
は
こ
の
詩
篇
を
つ
く
っ
た
ア
リ
ヤ
人
と

密
接
し
て
み
ね
ば
な
ら
ぬ
、
ま
九
こ
れ
は
エ
ル
マ
ン
ド
就
地
に
於

て
穿
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
要
す
る
に
、
テ
ペ
で
行
は
れ
、
明
ら
か

に
さ
れ
た
多
く
の
調
査
に
も
と
づ
い
て
、
ま
九
、
破
片
に
よ
っ
て

原
文
が
習
入
に
僅
か
に
語
る
こ
と
は
、
こ
の
プ
ロ
ト
・
イ
ラ
ン
文
明

の
存
在
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
廓
ち
ペ
ル
シ
ヤ
の
こ
の
部
分
に
、
、

歴
史
の
黎
明
以
前
に
早
く
も
屡
々
交
通
に
用
ひ
ら
れ
た
眞
の
黒
砂

　
　
　
　
　
　
全
階
ナ
ニ
雀
　
第
ご
號
”
　
四
ρ
灘
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西
方
ア
ジ
プ
に
於
ゆ
り
る
考
古
學
的
活
動
（
中
）

・
が
存
在
し
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
、
と
。

　
ペ
ル
セ
ポ
リ
ス
に
於
て
、
豊
冨
な
碑
銘
が
爽
見
さ
れ
た
、
ア
ケ

メ
ニ
藩
ボ
時
代
の
金
や
銀
の
板
、
こ
れ
ち
は
宮
殿
の
キ
ソ
を
記
念

し
た
も
の
で
、
さ
ち
に
大
部
分
ア
ン
ザ
ン
語
で
書
か
れ
た
撒
千
の

土
板
と
破
片
が
出
た
、
計
算
資
料
も
。

　
　
　
　
W
　
小
ア
ジ
ア

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

　
長
年
中
繕
し
て
み
た
ボ
ガ
ス
・
ク
ー
イ
に
於
け
る
ド
イ
ツ
の
畿

槻
は
、
麺
総
ビ
ェ
ユ
ク
・
カ
ー
ル
嚢
見
建
物
の
暴
露
を
行
っ
た
タ

ル
ト
。
ビ
ッ
テ
ル
指
揮
の
下
に
再
開
さ
れ
た
。
登
掘
は
ヒ
ッ
チ
ッ

ト
原
文
に
貴
重
な
寄
與
を
な
し
た
、
一
九
三
二
年
に
は
八
百
の
四

獣腱

I
弓
板
片
、
　
一
九
一
二
一
二
年
に
ば
二
千
六
噌
臼
仙
η
。

　
　
㊥
　
鳩
。
話
魯
§
㈹
毒
氏
句
。
貝
酢
・
・
Φ
穿
捧
。
．
H
羅
（
8
H
琶
・
H
O
ω
い
）
宰

　
　
　
　
い
㌣
零
・

　
シ
カ
ゴ
東
洋
研
究
所
も
小
ア
ジ
ア
で
大
調
査
に
努
力
し
た
。
フ

ォ
ン
・
デ
ア
・
オ
ス
テ
ン
．
シ
ュ
ミ
ッ
ト
質
商
次
で
フ
ォ
ン
・
デ
ア
・
オ

ス
テ
ン
氏
至
り
で
ア
リ
シ
ヤ
ル
・
ヒ
ュ
ユ
ク
の
遺
跡
を
数
回
掘
つ

⑧た
。
そ
の
目
的
と
す
る
塵
は
、
小
ア
ジ
ア
に
於
け
る
文
明
の
諸
段

階
を
決
定
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
吾
人
に
こ
の
毛
玉
が

　
　
　
　
　
箪
二
十
二
巷
　
第
ご
號
　
　
四
〇
六

な
さ
れ
た
，
郎
ち
多
く
の
年
代
の
間
に
修
理
さ
れ
允
要
塞
と
一
度

な
ら
す
導
き
の
綜
の
役
を
演
じ
た
土
器
と
が
。
最
近
の
奏
楽
報
告

は
古
い
報
告
の
二
三
の
未
定
事
實
を
適
露
な
事
態
に
直
し
、
次
の

如
き
蓮
絡
を
設
け
た
、
撃
ち
、
地
表
下
十
九
米
ま
で
に
よ
く
焼
か
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

た
磨
研
黒
色
土
器
が
あ
る
（
ハ
ス
・
ヒ
ュ
ユ
ク
で
ド
ラ
ボ
ル
ト
が
嚢

見
し
た
の
と
同
じ
も
の
）
。
こ
の
暦
は
新
石
器
時
代
と
名
付
け
ら
れ

た
が
、
古
代
青
銅
器
時
代
に
卸
す
る
ら
し
い
ト
ロ
ヤ
第
一
期
の
土

器
と
比
較
さ
れ
る
。
第
一
暦
は
磨
か
れ
た
赤
色
土
器
を
有
し
、
と

く
に
脚
の
な
い
二
つ
の
柄
あ
る
杯
や
、
ト
ロ
ヤ
と
多
島
海
の
も
の

と
同
じ
人
形
と
を
含
む
。
こ
の
層
の
終
る
と
こ
ろ
に
、
幾
何
學
紋

で
彩
色
あ
る
意
匠
の
土
器
が
あ
り
、
第
二
・
三
三
は
部
分
朗
に
は

同
忌
引
で
あ
る
。
第
二
居
は
カ
ッ
パ
ド
キ
や
土
板
を
特
徴
と
す
る

時
期
（
第
二
の
千
年
初
期
二
千
年
の
あ
た
り
）
に
相
癒
し
、
圓
襲
つ

き
で
長
い
翠
蓋
が
あ
り
、
明
ら
か
に
金
属
器
の
原
型
を
ま
ね
た
高

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

い
柄
の
あ
る
キ
ュ
ル
。
テ
ペ
の
と
同
じ
土
器
が
二
見
さ
れ
た
。
次

で
所
謂
カ
ッ
パ
ド
キ
や
群
の
土
板
と
、
そ
の
主
題
が
こ
の
土
板
の

痕
跡
に
も
比
較
轟
來
る
印
章
と
が
二
見
さ
れ
た
。
第
三
暦
は
ヒ
ッ

辛
ッ
ト
時
期
に
常
る
、
圓
錐
塵
の
高
柄
つ
き
コ
ッ
プ
、
摸
様
は
明

（16・2・　）



み
い
地
に
黒
色
渠
は
赤
色
の
幾
何
學
的
彩
色
、
岡
じ
意
匠
で
爾
側

に
柄
の
あ
る
杯
が
あ
る
。
ヒ
ッ
チ
ッ
ト
帝
國
浸
落
に
直
ち
に
つ
“

く
時
期
（
第
十
二
世
紀
）
に
常
る
第
四
暦
は
、
も
っ
と
精
緻
な
糎
が

描
い
て
あ
り
、
煎
の
暦
の
よ
り
も
す
つ
と
美
し
い
モ
チ
フ
の
土
器

を
有
す
る
．
．
蒸
器
は
胴
中
の
膨
ら
ん
だ
圓
板
形
を
し
て
を
り
面
面

に
は
ヒ
ッ
チ
ッ
ト
の
置
形
文
字
が
彫
っ
て
あ
る
σ
こ
の
層
に
於
け

る
莫
大
な
鐵
器
の
存
在
は
、
し
か
し
乍
ら
、
他
の
慧
物
の
性
質
に

な
ら
っ
て
、
さ
ら
に
古
い
時
代
を
定
め
る
こ
と
を
不
可
能
に
す
る
。

　
　
⑲
鐸
く
。
冨
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窪
9
冨
ご
b
一
。
・
8
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豊
。
。
・
写
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8
ぽ
ρ
お
ω
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ω
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（
○
＝
§
3
一
H
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暮
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0
9
崔
崇
臼
圃
8
瓢
§
即
以
o
G
H
壷
Ω
は
8
讐

　
　
　
　
6
ω
Q
）
図
．
ω
o
げ
ヨ
二
二
　
8
ぴ
。
掛
一
一
ω
げ
璋
媛
ξ
⇔
ぎ
G
り
。
器
9
諾
つ
「

　
　
　
お
い
G
Q
寒
山
ぢ
目
9
冨
簿
磨
O
H
瓢
。
お
。
函
8
い
」

　
　
⑳
ピ
●
d
。
冨
℃
o
簿
臼
0
3
σ
彰
α
q
∴
§
口
琶
侵
、
葬
お
ω
州
（
レ
窓
藍
○
野

　
　
　
辱
曜
騨
『
珍
N
魚
σ
Q
o
び
ミ
．
H
O
ω
恥
8
鮒
　
お
Q
る
ω
ω
）
　
キ
ル
シ
ェ

　
　
　
ヒ
ー
ル
か
ら
凡
そ
三
十
五
粁
の
ハ
シ
ュ
ユ
〃
で
ば
三
つ
の
土
器

　
　
　
暦
が
あ
る
、
黒
色
で
磨
か
れ
象
も
の
、
茶
二
色
と
赤
色
、
こ
の

　
　
　
二
つ
ば
模
様
が
．
あ
ろ
、
こ
の
燈
ほ
厚
さ
十
メ
ー
ト
ル
以
上
で
あ

　
　
　
る
。

　
　
⑳
目
旨
δ
§
讐
閃
9
隠
。
再
箕
色
一
管
ぎ
p
冨
m
毎
蕊
貯
一
凶
H
訴

　
　
　
〔
o
ま
a
毘
。
〈
p
ρ
戸
δ
加
価
①
国
賃
一
な
慧
（
9
昌
2
＜
揖
お
お
賠
．
や
H
）

、
　
｝
、
九
三
｝
年
嚢
見
の
嚇
建
物
の
中
か
ら
一
九
三
四
年
に
は
九
百

　
　
　
　
藤
方
ナ
・
ツ
ア
に
於
け
乃
考
古
學
的
活
動
（
巾
）
　
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

箇
の
土
黒
癩
が
現
は
れ
た
、
こ
れ
は
ボ
ガ
ス
・
ク
イ
の
慶
輪
中
の
ビ

ュ
ユ
ク
カ
レ
エ
の
墨
跡
に
於
て
》
あ
っ
た
。
そ
の
口
的
は
不
明
で

あ
る
が
、
こ
の
建
物
は
二
＋
米
×
五
米
七
五
の
三
つ
の
李
離
せ
る

大
室
よ
り
成
り
、
各
々
の
側
に
二
つ
叉
は
三
に
分
れ
九
小
室
が
つ

い
て
み
る
。
灰
燈
後
の
再
建
の
時
に
、
三
つ
の
大
室
の
各
々
に
七

つ
づ
、
の
柱
を
二
列
に
並
べ
た
。
こ
の
杖
は
石
の
土
肇
の
上
で
、

熊
の
煉
瓦
で
出
來
た
簸
で
造
っ
て
あ
る
。
水
総
説
が
こ
の
建
物
に

つ
い
て
み
る
。
ビ
ッ
テ
ル
が
卓
見
し
た
土
板
は
千
一
、
一
百
年
頃
に
建

物
が
破
魔
さ
れ
た
後
二
王
を
蜘
．
ら
し
、
後
の
再
建
を
す
る
傭
に
蓮

ば
れ
九
土
の
一
部
を
な
し
て
み
る
。
（
嗣
じ
駄
況
は
マ
ク
リ
デ
イ
・

べ
づ
に
よ
っ
て
嚇
九
〇
七
年
と
｝
九
＝
年
と
に
嚢
見
さ
れ
た
土

板
に
も
認
め
ら
れ
る
）
。
土
器
の
骨
面
は
こ
の
比
量
に
利
盆
を
輿
へ

た
、
七
ッ
チ
ッ
ト
期
に
つ
穿
く
景
色
の
モ
チ
フ
の
あ
る
最
古
の
古

器
を
、
そ
の
次
に
阻
て
來
る
赤
色
と
黒
免
で
描
か
れ
た
モ
チ
フ
を

有
す
る
土
器
か
ら
匿
別
す
る
こ
と
が
出
閉
る
o

V
　
シ
　
ヅ
　
ヤ

錺
二
十
一
、
一
巻
　
第
二
號
》
　
四
Q
七

（　Z65’　’



　
　
　
　
　
漸
方
オ
シ
ヂ
ば
於
け
る
、
考
古
學
酌
、
活
動
」
（
中
）
　
’

　
嚢
掘
と
云
っ
て
ば
適
當
で
ば
な
い
が
沖
P
画
ポ
ゾ
ゼ
バ
ー
ル
の

「
墾
讐
奢
綴
騒
ξ
い
で
難
せ
ね
ば
な
ら
な
い
・
・
こ

れ
は
古
代
の
道
路
、
地
上
で
は
姿
も
見
え
な
い
建
築
簸
を
登
見
せ

し
め
、
か
く
し
て
こ
の
地
方
の
古
い
地
貌
を
再
現
せ
し
め
た
。

　
　
⑳
　
診
．
屑
。
凱
。
ぴ
霞
身
　
舛
0
9
2
0
｝
回
霧
磐
二
〇
嵩
琶
。
㎝
H
o
営
鉱
一
日
（
ω
憶
団
3

　
　
　
醒
囲
卸
ぢ
い
朗
や
い
蓉
）

　
ホ
プ
キ
》
ス
糠
士
指
揮
の
エ
ー
ル
大
學
と
デ
ュ
≒
メ
ニ
ル
鴫
・
デ

ュ
。
ブ
イ
ッ
ソ
ン
．
指
、
揮
の
ア
グ
ン
六
．
「
古
碑
文
撃
」
7
ー
カ
デ
ミ
苅
の

ド
ウ
ラ
・
ユ
ー
ロ
ポ
「
不
に
お
け
る
下
灘
は
、
，
二
年
前
に
お
い
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

壁
飾
り
の
あ
る
キ
リ
入
玉
教
會
堂
の
一
．
つ
を
掘
の
出
々
た
。
酒
樽

鴻
樹
一
二
百
年
・
頃
ギ
リ
シ
ャ
、
人
。
が
、
建
－
て
丸
キ
ャ
ラ
バ
セ
の
・
瞬
ド
’
ウ
ラ

ば
、
紀
元
後
の
二
五
六
年
に
破
壌
さ
れ
た
。
城
壁
に
沿
う
て
積
み

上
ぴ
ら
れ
た
防
禦
設
備
は
、
ア
レ
ギ
サ
叱
ド
ル
風
解
罫
時
代
（
第
三

世
紀
の
前
回
）
の
敏
會
を
保
護
し
で
る
る
。
こ
・
に
は
ダ
ヴ
づ
ド
王

と
ゴ
レ
ヤ
テ
．
善
き
牧
人
、
イ
エ
ス
と
不
随
患
者
、
、
水
上
を
歩
む

イ
エ
ス
な
ど
を
描
い
た
フ
レ
ス
コ
が
あ
る
。
一
等
の
二
見
は
キ
リ

ス
ト
省
像
旧
史
に
と
っ
て
は
甚
だ
重
要
な
も
の
で
あ
る
。
夏
に
紀

元
後
初
期
の
ア
ル
テ
ミ
ス
三
殿
、
裁
甥
所
か
そ
し
て
ス
ー
ア
ラ
テ

み
三
三
の
ブ
ザ
」
｝
で
隷
ア
フ
ァ
ル
ド
紳
の
聖
篭
が
城
の
塔
の
車

　
　
　
　
　
郷
ニ
ヤ
ニ
巻
　
．
第
二
血
煙
　
燭
○
八
　
　
　
　
　
　
　
　
　
唐

か
ら
現
は
れ
た
。
瀞
は
戦
士
に
象
ら
れ
，
二
匹
の
獅
子
の
背
に
立

ち
、
一
入
の
盤
が
そ
の
前
で
犠
牲
を
供
へ
て
る
る
。

　
　
⑳
　
的
｝
誌
2
．
麟
訂
回
（
お
℃
）
ワ
紀
ω
・
霊
μ
一
二
㌶
a
ピ
。
邑
。
冨
鷹
雲
・
ρ

　
　
　
　
ご
｝
G
匁
H
捻
♪
お
旨
H
ぢ
お
ω
ω
．

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
一
九
三
二
年
に
は
こ
の
選
書
堂
の
傍
で
、
ユ
ダ
ヤ
敏
一
堂
（
八
栄

×
十
三
米
の
面
積
）
が
三
見
さ
れ
た
、
こ
れ
は
↓
種
の
玄
関
に
な
っ

て
み
る
廻
廊
を
も
つ
た
紅
塵
で
、
衝
路
か
ら
隔
た
っ
て
み
る
。
會

堂
の
周
り
に
は
石
膏
の
ベ
ン
チ
が
あ
る
。
フ
レ
ス
コ
は
隠
約
聖
書

の
諸
情
景
を
暖
い
て
る
る
。
豊
漁
ゼ
キ
エ
ル
の
像
は
、
太
陽
と
月

の
像
の
下
に
立
ち
，
爾
手
は
か
く
れ
て
み
る
。
多
撒
の
彩
色
瓦
が

天
井
を
飾
っ
て
み
る
。
，
四
枚
葉
の
ク
ロ
ー
バ
な
ど
が
瓦
に
飾
ら
れ

て
み
る
。
ド
ウ
ラ
の
軽
重
は
、
こ
の
地
方
金
罷
に
お
け
る
バ
萎
ル

藝
術
の
強
い
影
響
を
示
し
て
み
る
。

　
　
⑳
ω
管
3
ノ
、
員
ひ
お
ω
辞
ワ
ω
φ
　
　
　
　
ド

　
　
　
　
　
　
⑳

　
パ
乞
ー
ル
で
は
、
シ
リ
や
考
古
學
調
査
宮
長
セ
イ
リ
グ
三
指
輝

下
に
一
號
旋
門
の
補
服
工
事
と
綴
績
し
て
ベ
ル
三
殿
の
呪
言
が
行

は
れ
て
る
る
。
　
｝
碑
交
は
そ
の
親
聖
弍
を
紀
元
後
三
十
二
年
と
定

め
て
み
る
。
　
－

　
　
⑳
轡
ω
2
賦
σ
q
隔
曇
り
8
重
症
“
・
覧
Φ
導
窮
（
ω
漿
ぎ
露
言
質
N
8
曾

　
　
　
　
や
H
鴇
盤
切
昏
ド
）
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⑳
ρ

　
ア
ン
，
チ
オ
ケ
ァ
湖
原
の
チ
ャ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ユ
ク
で
は
、
“
ア
ン
チ

か
ケ
や
簿
物
館
長
プ
ロ
λ
ト
の
指
輝
下
に
シ
カ
ゴ
東
洋
研
究
所
の

手
で
、
メ
ギ
7
ド
丘
よ
り
も
大
き
い
丘
の
調
査
が
行
は
れ
た
。
嚢

掘
者
は
こ
パ
で
ハ
ッ
チ
ヌ
國
の
首
都
ク
ヌ
ル
ア
を
嚢
見
せ
ん
と
努

め
た
。
慧
跡
は
科
學
的
に
露
は
に
さ
れ
、
近
き
將
來
に
お
い
て
疑

的
の
暦
位
が
登
掘
さ
れ
る
も
の
と
期
待
さ
れ
て
る
る
。

　
　
⑳
G
つ
匿
○
臥
。
㌶
匙
H
霧
黛
【
首
“
マ
ω
。
H
よ
8
・

　
ア
レ
ッ
ポ
か
ら
二
百
七
十
米
北
方
の
マ
ラ
チ
ア
附
近
の
ア
ル
ス

ラ
ン
ニ
勉
で
・
ル
レ
ヴ
ル
一
三
早
ラ
ボ
窒
三
年
嚢

掘
を
つ
黛
け
て
る
る
。
紀
元
前
第
八
世
紀
の
ヒ
ッ
チ
ッ
ト
族
の
一

宮
殿
か
ら
へ
そ
の
北
門
に
は
石
造
獅
子
が
建
て
転
れ
て
み
る
）
、
多

数
の
国
々
に
黙
旧
式
を
行
っ
て
み
る
一
王
族
を
辮
け
る
津
彫
が
あ

ら
は
れ
た
。
’
こ
の
浮
彫
は
ス
タ
ン
ブ
ー
ル
美
術
館
に
保
存
さ
れ
て

み
る
も
の
・
幅
蔀
を
な
し
て
み
て
、
こ
れ
は
ボ
ガ
ス
・
ク
イ
の
ア

ナ
ト
リ
ア
弓
術
の
影
響
を
受
け
て
み
る
。
岡
じ
場
所
か
ら
、
、
こ
れ

よ
り
新
し
い
一
つ
の
王
族
の
一
一
が
あ
ら
は
れ
た
、
こ
れ
は
ア
ッ

シ
ゾ
ヤ
の
影
響
を
う
け
て
み
る
。

　
　
⑳
　
い
U
免
9
0
簿
。
”
　
一
銭
二
月
（
切
。
く
ロ
の
ぼ
a
窪
三
三
一
碧
一
碧
ρ

　
　
　
　
回
三
募
酔
目
。
。
ω
鮒
マ
鴬
O
占
い
《
）

　
　
　
　
　
西
方
ア
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動
（
中
）

　
　
　
　
憎
。
色
蕊
緒
、
鼠
巴
劉
即
ぢ
黛
（
財
9
箆
．
》
穿
野
レ
壽
欝
既

　
　
　
　
お
ω
切
℃
．
H
c
Q
軸
∴
c
◎
Q
Q
）

　
ハ
マ
に
お
い
て
は
、
ベ
イ
ル
ー
ト
米
四
大
學
考
古
學
教
授
イ
ン

ゴ
ル
ト
指
輝
下
の
丁
抹
調
査
隊
が
、
科
學
酌
に
丘
を
磯
照
し
た
。

カ
ル
ク
ミ
ッ
シ
ェ
批
土
の
同
襟
の
蒸
物
を
思
ぱ
せ
お
襟
式
の
附
筒

が
覗
は
れ
弛
。

　
一
九
一
二
一
二
年
八
一
月
、
カ
バ
ー
ヌ
由
ぬ
尉
は
↑
b
親
｛
血
中
ア
ブ
ク
マ
ル

の
北
西
十
二
粁
の
テ
ル
・
ハ
リ
リ
で
土
人
が
地
中
か
ら
嚇
像
を
掘

り
出
し
て
ゐ
蒋
様
を
見
回
中
駐
報
告
“
ぞ
　
け
て
レ
ひ
・

ボ
博
物
館
長
プ
ロ
ワ
・
ザ
。
ロ
ト
ル
ー
の
肝
煎
で
三
百
藪
も
あ
る
こ

の
像
が
、
’
」
ア
レ
ッ
ポ
に
強
ば
れ
た
。
こ
れ
は
バ
ル
ピ
ユ
紳
を
現
は

し
、
胸
は
露
は
で
突
直
し
、
ス
カ
ー
ト
を
は
い
て
み
る
。
ス
ヵ
4

ト
の
上
に
は
鱗
々
な
ら
べ
た
模
様
の
衣
が
彫
ら
れ
て
み
る
ゆ
こ
れ

は
實
篤
、
朝
早
く
シ
ャ
マ
ッ
シ
ュ
が
親
は
れ
る
東
雰
の
田
を
表
象

す
る
像
で
あ
る
ゆ
ル
ー
ヴ
ル
美
術
館
と
丈
部
雀
と
は
パ
ロ
ー
師
に

忌
詞
跡
の
嚢
掘
を
任
せ
た
。
こ
の
遣
跡
は
早
い
隣
代
に
逡
て
ら
れ

た
低
い
丘
で
殆
ん
ど
地
表
に
非
常
に
盾
い
遣
物
を
弘
め
て
み
た
。

決
定
的
な
報
告
を
行
ふ
に
さ
き
だ
っ
て
、
パ
ロ
ー
は
概
報
と
講
演

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

に
お
い
て
叢
掘
成
果
を
報
仁
た
ρ
嚢
掘
は
墓
地
に
及
び
、
コ
暦
に

　
　
　
　
　
漿
二
十
二
巻
　
鑓
野
点
　
　
凶
〇
九

（165＞



　
　
　
　
　
酒
か
ア
ジ
ア
に
於
け
る
考
古
面
的
活
動
（
中
）

　
　
　
　
　
　
　
　
〆
乱

分
れ
た
埋
葬
に
於
て
、
激
骨
の
傍
に
ア
シ
ャ
ラ
及
び
キ
ッ
シ
ュ
揖

土
と
同
じ
主
と
し
て
刻
文
あ
る
大
甕
が
置
い
て
あ
る
、
こ
の
墓
は

先
サ
ル
ゴ
ン
期
に
属
す
る
。

　
　
⑳
・
ピ
安
崔
。
∬
罠
【
魚
轟
。
〔
一
り
9
乙
。
謬
冗
。
壽
L
ω
O
g
・
ぢ
ω
・
｝

　
　
　
　
H
う
6
三
｝
一
N
銭
9
ご
ま
的
9
0
3
羅
一
§
言
鱒
　
労
9
・
得
餌
、
霧
照
識
2
0
α
q
8

　
　
　
　
騒
麟
区
押
ぢ
ω
牽
マ
H
c
。
o
∴
c
。
O
・

　
4
シ
ュ
タ
ル
聯
殿
の
地
下
聖
堂
内
に
多
く
の
彫
像
が
嚢
兇
さ

れ
、
そ
の
配
置
は
ア
ッ
ス
ユ
ル
の
イ
シ
ュ
タ
ル
紳
殿
と
岡
じ
で
あ

っ
た
。
三
像
は
チ
ュ
・
i
・
ダ
ン
ヂ
ヤ
ン
所
課
の
文
書
を
持
9
、

ゐ
葡
こ
の
葉
・
テ
ル
．
ハ
リ
リ
竺
覇
の
馨
愛
箸

都
と
し
て
王
朝
の
書
記
に
記
載
さ
れ
た
マ
ー
リ
市
の
遺
跡
た
る
こ

と
が
判
明
し
た
。
細
か
い
粒
よ
り
成
る
石
造
の
彫
像
は
非
常
に
す

ぐ
れ
た
出
來
で
あ
っ
て
、
ハ
フ
ア
ヂ
エ
や
テ
ル
・
ア
ズ
マ
ー
ル
で
、

禰
期
に
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
に
よ
っ
て
三
見
さ
れ
た
彫
像
主
致

し
、
先
サ
ル
ゴ
ン
期
の
彫
刻
の
一
例
外
を
形
づ
く
る
。

　
　
⑧
H
房
。
ユ
冨
9
涜
’
、
。
勢
、
。
3
戸
≒
結
累
舞
戸
艮
§
（
げ
レ
貯
．
。
｝
男
虫
、
琴

　
　
　
　
阜
．
”
蟄
・
嵩
9
　
．
露
鼠
〆
H
（
ぢ
宰
γ
℃
．
郭
ω
．

　
彫
像
の
一
に
エ
ビ
ヒ
ル
と
稻
す
る
一
入
物
像
が
あ
る
、
イ
ラ
ク

で
畿
見
さ
れ
、
ま
た
多
く
の
圓
三
道
に
繰
返
し
描
か
れ
た
も
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

罰
じ
ぐ
、
編
ん
だ
蔵
座
の
上
に
坐
っ
て
ゐ
ゐ
。
こ
池
は
動
物
の
皮

　
　
　
　
　
　
鋳
二
十
二
巷
，
第
二
號
　
　
四
一
〇

の
様
に
見
え
る
長
い
緒
の
つ
い
た
衣
を
着
て
み
て
、
大
英
博
物
館

　
　
　
　
　
　
　
⑫

載
の
像
を
思
は
せ
る
。

　
　
⑳
◇
野
〆
＜
o
Q
ぽ
ざ
q
尻
切
蓉
ミ
ρ
9
箪
H
戸
§
る
胃
。
券
｝
O
①
・

　
　
　
　
ヨ
霧
興
ざ
い
9
義
9
ど
ぢ
ω
轟
鳳
・
b
。
H
“
昌
9
ω
い
ψ
・

　
　
⑳
　
目
奔
罵
註
》
U
ρ
。
，
8
言
酵
罎
①
露
ξ
H
o
三
〇
≡
μ
①
2
器
超
昏
誓
。

　
　
　
　
⇔
窩
ヒ
ヴ
」
，
㌶
。
。
回
μ
鼠
窃
2
き
堵
國
O
b
c
Q
博
豆
・
H
＜
●

　
テ
ル
・
ハ
リ
リ
で
行
は
れ
た
別
の
三
訂
で
は
、
ウ
ル
の
『
旗
』
の

そ
れ
と
同
じ
暗
．
い
生
地
に
象
限
さ
れ
る
べ
き
螺
三
板
が
窺
は
れ

た
、
ウ
ル
の
も
の
は
こ
れ
よ
り
粗
末
で
あ
る
が
、
キ
ッ
シ
ュ
の
も

の
に
は
特
に
そ
の
襟
式
と
仕
上
け
に
お
い
て
接
近
し
て
み
る
。
三

振
し
て
見
る
と
、
背
中
に
腕
を
縛
り
上
ぴ
ら
れ
た
裸
膿
の
捕
虜
を
、

キ
ッ
シ
ュ
灘
土
の
も
の
、
様
に
、
短
い
下
着
を
着
て
帽
子
を
か
む

っ
た
入
々
の
前
に
引
つ
れ
る
戦
‡
の
絡
で
あ
る
。
そ
の
少
し
遠
く

の
方
に
、
載
車
一
豪
と
そ
の
弓
馬
ど
の
残
鋏
が
配
置
さ
れ
て
る
る
。

こ
れ
は
馬
で
は
な
い
、
膿
は
訣
け
て
る
る
が
尾
が
残
っ
て
み
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ミ
ヤ
ス
　
　
オ
ナ
じ
グ
ル

こ
れ
で
推
し
て
見
る
と
牟
駿
か
己
惚
で
、
要
す
る
に
野
生
の
駿
で

あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
側
の
入
手
し
た
こ
の
掛
物
の
蝋
部
は
ル
ー
ヴ
ル

　
　
セ
み

博
物
館
の
二
階
に
在
る
デ
ュ
ラ
フ
ォ
ア
察
に
保
存
さ
れ
、
他
の
部

分
は
ア
レ
ッ
ポ
博
物
館
に
あ
る
。

　
数
年
來
の
拠
土
遣
物
の
調
査
に
よ
つ
て
，
そ
れ
ら
の
相
封
年
代

（166）



を
決
定
す
る
こ
と
が
出
來
た
。
フ
ラ
ン
ク
フ
ォ
ル
ト
と
パ
ロ
ー
に

よ
れ
ば
、
テ
ル
・
ア
ズ
マ
ー
ル
の
彫
像
が
先
サ
ル
ゴ
ン
初
期
で
、
マ

ー
リ
の
が
中
期
と
な
る
。
然
し
、
こ
の
先
サ
ル
、
コ
ン
期
の
期
腸
は

如
何
？
　
最
後
の
疇
期
を
約
二
千
七
百
五
＋
年
と
す
れ
ば
、
初
期

は
確
實
で
は
な
い
。
ウ
リ
ー
は
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
藝
術
が
本
質
上
鴇
停

滞
的
』
で
あ
り
、
モ
チ
フ
も
典
常
に
長
い
時
代
に
わ
た
っ
て
維
持
さ

れ
得
る
こ
と
を
述
べ
て
、
以
上
の
決
定
に
反
封
し
た
。
東
洋
馬
術

の
停
滞
設
は
否
定
田
來
な
い
。
場
面
も
解
題
も
非
常
に
長
い
期
間

憾
へ
ら
れ
る
が
、
同
日
で
あ
る
場
合
は
窪
く
稀
れ
で
あ
る
。
或
る

鮎
．
で
吏
新
さ
れ
、
わ
っ
か
の
鎚
化
を
う
け
る
。
同
様
の
細
部
の
永

倉
は
諸
事
件
の
累
積
を
う
た
が
は
し
め
る
。
恐
ら
く
、
先
サ
ル
ゴ

ン
期
尋
物
の
岡
質
性
の
た
め
に
、
將
來
の
獲
見
品
は
そ
の
多
く
の

三
諦
が
ご
く
短
い
年
月
の
上
に
展
開
し
た
か
、
或
ひ
は
同
時
期
で

あ
り
得
た
と
こ
ろ
の
期
聞
を
夏
に
縮
め
る
結
果
を
も
た
ら
す
で
あ

ら
う
。
然
し
、
後
述
す
る
襟
に
、
漠
然
と
引
下
け
ら
れ
得
な
い
時

期
を
海
嚢
蹴
と
す
る
條
件
で
、
即
ち
初
期
を
エ
ヂ
プ
ト
と
同
期
と

す
る
理
由
で
。
歪
面
の
考
へ
は
古
い
時
代
（
オ
ベ
づ
ド
・
ヂ
ュ
ム
デ

ッ
ト
・
ナ
ズ
ル
）
に
も
適
用
さ
れ
る
。
こ
の
時
代
が
遺
し
た
遣
物
暦

　
　
　
　
　
酉
方
ア
ヅ
ア
に
於
げ
る
考
古
學
的
活
勲
屯
）

の
厚
さ
に
よ
っ
て
、
そ
の
期
間
を
詐
領
す
る
こ
と
は
む
つ
か
し
い
。

礎
石
の
上
に
建
て
ら
れ
た
煉
瓦
建
築
は
、
係
年
修
繕
を
要
し
た
藤

と
鶴
瀬
混
り
の
高
家
よ
り
も
役
に
立
ち
、
そ
し
て
慶
櫨
に
な
り
に

く
い
。

　
テ
ル
・
ハ
リ
リ
の
嚢
見
に
封
ず
る
解
繹
に
つ
い
て
は
パ
ロ
ー
の

意
見
と
異
び
た
見
解
も
あ
る
。
氏
は
ラ
グ
ラ
ン
ヂ
・
と
ヴ
・
ン
サ

ン
雨
隠
に
な
ら
っ
て
、
こ
の
藝
術
に
「
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
」
式
の
名
を

與
へ
よ
う
と
要
求
し
、
既
に
用
ひ
ら
れ
て
る
る
。
ポ
ッ
チ
エ
氏
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

講
義
に
お
い
て
之
を
用
ひ
、
コ
ン
ト
ノ
オ
も
用
ひ
て
み
る
。
然
し

地
理
的
な
書
葉
た
る
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ヤ
と
い
っ
て
、
こ
の
藝
術
の
起

源
を
示
す
『
ス
メ
ル
』
を
考
へ
る
の
を
止
め
る
必
要
は
な
い
だ
ら

う
。
パ
ロ
ー
氏
に
よ
れ
ば
、
こ
の
ス
タ
イ
ル
と
同
じ
く
完
全
で
，

亡
帝
的
で
、
且
つ
す
っ
と
西
の
方
へ
よ
っ
た
遣
物
が
拙
た
の
は
，

こ
れ
が
始
め
て
草
あ
る
。
彫
像
の
型
式
は
セ
ム
族
で
、
そ
の
碑
丈

は
セ
ム
語
、
そ
し
て
背
か
ら
の
宿
題
た
る
『
セ
ム
族
と
ス
メ
ル
入
』

の
問
題
は
明
ら
か
に
再
撫
す
る
、
と
い
ふ
の
が
彼
の
結
論
で
あ
る
ρ

　
　
⑳
　
け
、
璋
酔
留
一
S
訟
o
o
8
己
g
峠
巴
Φ
鍵
。
ご
μ
き
（
＜
§
O
Φ
簿
y
お
紬
◎
。

　
　
　
　
ワ
　
い
　
簿
闘
い
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

第
二
十
　
一
瓢
　
第
二
號
　
　
　
四
一
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－
酋
方
ア
い
ツ
ア
に
於
け
る
考
古
學
的
活
動
（
申
）

　
こ
れ
は
確
か
で
は
な
レ
。
論
題
の
中
心
と
な
っ
て
み
る
ル
ー
ヴ

ル
の
像
は
非
常
に
よ
く
保
存
さ
れ
て
み
る
。
そ
こ
に
は
ス
メ
ル
人

の
作
品
に
よ
く
見
ら
れ
る
活
氣
と
調
子
と
が
見
ら
れ
な
い
が
、
雪

．
花
石
膏
と
い
ふ
材
料
が
そ
の
原
因
で
あ
り
、
こ
れ
は
セ
ム
の
影
響

で
は
な
い
（
然
し
乍
ら
こ
の
影
響
は
こ
の
意
味
で
、
バ
ビ
ロ
ニ
ヤ

第
一
王
朝
時
代
の
セ
ム
人
の
支
配
三
期
に
關
検
し
て
み
る
。
）
そ
の

久
タ
イ
ル
は
今
口
ま
で
ス
メ
ル
人
の
も
の
と
定
め
ら
れ
て
み
る
も

の
だ
。
外
形
は
岡
様
で
あ
る
。
鷲
の
様
に
甚
だ
し
く
曲
っ
た
鼻
は

老
ム
人
（
ア
ル
ン
ニ
や
人
の
鼻
）
の
も
の
で
は
な
い
。
エ
ビ
ヒ
ル
出

土
像
の
鼻
は
他
の
ス
メ
ル
人
の
像
の
鼻
で
あ
る
。
低
く
傾
い
た
額

は
ス
メ
ル
入
の
額
で
あ
っ
て
、
セ
ム
人
の
額
で
は
な
い
。

　
民
俗
的
な
弓
術
と
タ
イ
プ
と
が
ス
メ
ル
人
の
も
の
で
あ
る
な
ら

ば
、
他
の
二
三
と
同
じ
く
エ
ピ
ヒ
ル
碑
交
の
三
三
名
詞
は
セ
ム
の

も
の
で
あ
ら
う
。
然
し
碑
文
は
ひ
と
り
表
意
文
宇
で
書
か
れ
て
み

る
、
唯
一
度
前
置
詞
ア
ナ
だ
け
が
セ
ム
字
で
書
か
れ
て
み
る
。
書

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ダ
ヨ
ブ
イ
　
カ
ロ
ス

記
は
自
分
の
冨
語
を
ス
メ
ル
人
に
な
ら
っ
て
二
度
の
題
啓
に
お
い

て
、
、
こ
の
雨
置
詞
使
用
を
や
め
て
み
る
。
西
方
か
ら
來
た
セ
ム
族

が
こ
の
地
方
で
、
自
分
の
言
語
を
ス
メ
ル
入
の
交
字
に
合
せ
、
さ

　
　
　
　
　
第
ご
十
二
魯
　
第
二
盤
　
　
四
…
二

ら
に
そ
の
す
べ
て
の
材
料
を
知
ら
な
か
っ
た
と
い
ふ
配
物
を
吾
々

は
身
近
に
持
っ
て
る
る
の
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
，
　
、

　
エ
ビ
ヒ
ル
像
の
時
期
は
い
っ
か
？
碑
文
の
記
號
は
ス
テ
；
ル
’
。

デ
・
ヴ
ォ
ツ
ー
ル
の
も
の
に
比
較
出
來
る
、
古
代
的
で
な
い
『
彼
』

な
る
記
號
を
除
い
て
は
。
然
し
こ
れ
も
古
代
的
に
ま
ね
て
あ
る
、

重
ん
ど
同
襟
な
形
の
下
で
、
こ
れ
は
サ
ル
ゴ
ン
期
、
或
ひ
は
マ
ニ

　
　
　
　
⑳

シ
ツ
ユ
ス
ユ
以
下
の
も
の
で
あ
る
。
他
方
、
驚
は
そ
の
非
常
に
特

徴
的
な
仕
上
け
と
共
に
、
ス
テ
ー
ル
・
デ
・
ヴ
ォ
ツ
ー
ル
の
・
；
．

ギ
ル
シ
ュ
紳
の
髭
や
、
特
に
ル
ー
ヴ
ル
藏
の
ウ
ル
ク
王
ル
ユ
ガ
ル
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

キ
ザ
ル
シ
胸
像
を
思
ひ
起
さ
せ
る
。
さ
て
、
チ
ュ
ロ
ー
。
ダ
ン
ヂ

ヤ
ン
の
設
で
は
、
ル
ユ
ガ
ル
・
キ
ザ
ル
シ
は
「
サ
ル
ゴ
ン
と
同
期

の
ル
ユ
ガ
ル
・
ヅ
ッ
ギ
シ
よ
り
後
の
も
の
で
は
な
い
、
そ
し
て
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

れ
を
非
常
に
古
い
も
の
と
す
る
こ
と
は
萬
來
な
い
だ
ら
う
。
」
と
。

コ
ン
ト
ノ
ー
の
意
見
で
は
、
エ
ビ
ヒ
ル
像
は
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
と

碑
丈
と
よ
り
し
て
、
せ
い
ぜ
い
西
紀
繭
第
二
十
九
世
紀
の
葡
串
と

見
ら
れ
て
る
る
。

　
　
⑭
　
9
掛
・
切
鍵
§
ご
　
切
珍
覧
。
一
勢
謬
づ
当
葺
ぎ
槻
・
縄
帯
N
斜
（
ぢ
艇
V

　
　
　
　
ω
置
鐸
。
い
0
9
Ψ
い
ρ

　
　
⑮
　
O
o
導
§
建
”
ω
欝
葺
。
黙
畠
〔
冨
い
9
轟
p
＝
ぬ
冨
汐
田
（
ソ
｛
o
茎
㎜
聴
暮
皿
寓
継
，

（16S）



　
　
　
　
D
。
o
℃
o
蜜
鼠
窪
ω
昌
8
ぎ
菌
埠
巨
皆
碧
唱
尻
。
β
冨
舗
8
諺
盛
匿
蕊
①
。

　
　
　
　
畠
口
蓋
9
〈
話
●
　
や
H
8
阜
㌧
や
U
”
覧
．
阿
．

　
　
⑭
の
欝
2
⑦
偶
．
§
で
魯
臨
冨
＾
剛
⑦
ご
嚥
9
一
産
m
巳
罫
巨
傷
．
q
讐
『
男
。
〈
器

　
　
　
　
繕
．
瑞
ω
覧
一
色
。
り
q
量
捌
駁
や
騨

　
か
く
考
へ
ら
れ
て
漬
る
と
、
こ
の
古
代
性
に
臨
す
る
一
一
は
不

可
能
と
な
る
。
ア
シ
ヤ
ラ
の
畿
掘
は
さ
ら
に
、
す
っ
と
古
い
時
代

に
，
も
う
少
し
西
方
に
お
い
て
ス
メ
ル
藝
術
の
存
在
し
た
こ
と
を

謹
明
し
た
。

　
哨
九
三
四
年
の
ド
ウ
ラ
・
エ
ウ
ロ
・
ボ
ス
に
お
け
る
爽
当
物
は
、

前
回
課
内
様
の
大
き
い
漫
心
を
唆
つ
た
。
獲
掘
除
は
無
敵
の
太
陽

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

騨
ミ
ト
ラ
に
牽
け
ら
れ
た
教
會
堂
を
登
澄
し
た
。
こ
れ
は
シ
リ
ヤ

に
お
い
て
も
、
小
亜
．
細
亜
に
お
い
て
も
、
此
の
種
の
端
物
は
最
初

の
も
の
で
あ
る
、
そ
し
て
こ
の
三
三
は
東
方
に
ロ
ー
マ
軍
稼
に
よ

っ
て
擁
へ
ら
れ
た
こ
の
沸
の
三
三
同
様
に
奇
妙
な
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
こ
れ
は
紀
元
後
第
三
世
紀
に
キ
リ
ス
ト
教
と
敵
手
と
な
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ
ツ
シ
ユ

て
る
る
Q
こ
の
融
殿
は
、
山
側
の
壁
の
三
所
に
は
煉
瓦
造
り
の
ベ

ン
チ
を
ほ
り
つ
け
て
あ
る
小
さ
い
建
物
で
あ
る
。
装
飾
は
こ
の
凹

の
上
下
二
つ
の
場
所
に
浄
彫
で
さ
れ
て
み
る
、
一
つ
の
方
は
第
二

世
紀
末
の
も
の
で
、
ミ
ト
ラ
憩
は
こ
の
浮
彫
の
審
進
者
の
前
で
野

　
　
　
　
　
西
方
ア
ヅ
ア
に
於
嫉
ろ
考
古
學
的
活
動
（
申
）

牛
を
殺
し
つ
誌
、
犬
と
烏
と
を
し
た
が
へ
て
み
る
。
も
う
一
方
の

総
は
野
牛
と
戦
ひ
つ
訟
岡
じ
從
者
を
つ
れ
て
み
る
。
四
所
は
獣
帯

記
號
を
表
す
総
や
、
ミ
ト
ラ
憩
話
（
そ
の
生
ひ
立
ち
、
｝
生
、
太
陽

の
征
服
ま
で
の
勲
功
）
を
扱
つ
弓
場
薦
で
飾
っ
て
あ
る
。
三
所
の

爾
側
に
は
、
ミ
ト
ラ
の
弟
子
た
る
ゾ
ロ
ア
ス
タ
ー
と
オ
ス
タ
ネ
ス

の
三
三
が
表
は
さ
れ
て
み
る
、
之
等
の
縮
の
特
鍛
は
ビ
ザ
ン
チ
ン

総
叢
を
豫
想
さ
ゼ
る
も
の
が
あ
る
。
就
中
、
最
も
興
味
あ
る
揚
面

は
、
馬
に
乗
っ
た
ミ
ト
ラ
が
逃
げ
行
く
野
獣
に
矢
を
放
っ
て
み
る

も
の
で
、
こ
の
フ
レ
ス
コ
は
ペ
ル
シ
瀞
、
糟
叢
を
示
し
て
み
る
。
束
”

方
藝
術
の
簾
と
し
て
の
ド
ウ
ラ
ニ
・
呈
・
野
拙
の
轟
⑳

に
報
ひ
ら
れ
、
詞
時
に
宗
敏
史
上
測
り
知
る
べ
か
ら
ざ
ゐ
貢
獣
を

な
し
て
み
る
。

　
　
＠
　
H
嵩
霧
胃
簿
巴
ピ
9
孟
9
μ
以
①
♂
く
・
・
’
○
。
U
。
p
ぢ
累
．
や
思
い
ら
ひ
い
’

　
セ
イ
リ
グ
氏
指
揮
の
パ
、
ミ
ー
ル
調
査
は
、
，
一
つ
の
三
殿
を
露
回

し
た
。
三
三
中
多
も
の
遺
物
が
現
は
れ
、
と
く
に
多
く
の
碑
文
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

出
て
、
近
く
嚢
表
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。

　
　
⑳
　
累
・
ρ
U
g
o
く
。
置
3
》
厳
興
・
嗣
。
實
コ
5
ω
2
無
川
。
卜
駕
薦
量
o
q
＄
”

　
　
　
　
象
。
こ
》
賢
嵩
お
ω
轟
．
や
お
。
●

　
バ
ー
ル
ペ
ッ
ク
で
は
、
最
近
の
調
査
が
咳
く
連
覇
の
様
翻
を
痩

　
　
　
　
　
第
二
市
二
審
　
第
二
號
　
　
閥
＝
∴



　
　
　
　
　
西
方
ア
ジ
ア
に
於
け
・
ろ
考
古
學
的
活
動
ハ
中
）

へ
て
し
ま
っ
た
。
『
テ
オ
ド
…
ズ
の
バ
ジ
リ
カ
』
は
姿
を
思
し
て
、

大
き
い
誤
字
が
い
ま
や
馬
背
に
嚢
蠣
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

　
チ
ャ
タ
ル
・
ヒ
ュ
ユ
ク
で
は
マ
ク
エ
ワ
ン
博
士
の
三
七
下
に
、

研
究
が
績
行
さ
れ
た
。
第
二
暦
は
紀
元
前
第
二
世
紀
頃
の
ヘ
レ
ニ

ス
チ
ッ
ク
酒
代
の
も
の
で
あ
る
．
然
し
建
物
の
陵
櫨
は
極
く
少
い
。

二
道
の
下
に
第
三
居
が
あ
る
。
こ
、
に
は
紀
尤
葡
第
八
，
又
は
第

九
世
紀
の
特
殊
な
家
の
煉
瓦
壁
が
あ
っ
た
。
礎
石
は
な
い
。
難
物

は
非
常
に
多
い
、
第
三
暦
中
で
は
厚
い
大
き
い
土
藩
や
、
禍
色
磨

研
の
輪
足
つ
き
器
、
共
通
の
外
形
は
大
き
い
鉢
で
あ
る
。
多
藪
の

印
章
は
、
鎧
鵡
形
を
し
て
み
る
。

　
　
⑲
　
穿
ユ
3
蟹
、
の
お
累
℃
・
H
い
い
－
H
c
。
ひ
掌
露
く
＝
｛
、
、
露
図
ジ
♪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

　
イ
ン
ゴ
ル
ト
指
輝
の
丁
抹
調
査
隊
は
ハ
マ
に
お
い
て
、
ロ
ー
マ

時
代
の
建
物
が
、
丘
の
中
央
で
姿
を
溝
し
て
、
そ
の
下
か
ら
蛾
瀞

時
代
に
粗
當
す
る
諸
暦
が
現
は
れ
た
。
謁
査
は
地
出
ま
で
行
は
れ

（
ア
ラ
ビ
ヤ
の
人
の
居
か
ら
は
二
＋
五
米
、
丘
の
頂
上
か
ら
は
三
＋

米
）
、
ハ
マ
が
シ
リ
ヤ
の
古
代
土
器
の
爲
の
貴
重
な
澱
跡
で
あ
．
る
こ

と
を
知
ら
し
め
る
如
き
時
代
ま
で
嚢
見
せ
し
め
た
。
最
も
深
い
二

つ
の
屠
は
、
｝
つ
は
彩
色
土
器
、
他
は
メ
ギ
ッ
ド
や
ベ
イ
ザ
ン
に

　
　
　
　
　
第
二
十
二
巷
　
第
二
號
　
　
臨
…
四

身
歯
す
る
土
器
に
比
較
欝
來
る
黒
色
叉
は
灰
褐
色
の
土
器
を
揖
土

し
た
。
ま
た
青
銅
中
期
の
供
農
用
小
像
と
皿
の
足
と
が
出
た
。

　
　
⑳
　
〉
．
い
》
．
図
図
〆
ぐ
属
目
・
お
雛
圏
）
・
ぢ
G
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

　
最
後
の
調
査
に
お
い
て
こ
の
丘
の
南
方
で
、
一
行
は
、
ヒ
ッ
チ
驚

ッ
ト
時
代
の
一
建
物
を
登
見
し
た
。

　
　
⑪
　
拶
①
毒
①
鴛
。
ま
巳
。
σ
q
5
器
・
・
団
ユ
玉
器
・
O
。
費
お
ω
轟
・
ワ
囲
い
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
ダ
く
）
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